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〈レポート〉農林水産業

の上をいく超鮮度③直売所の持つ豊富な種類
をコンセプトとして固めた。
水産物コーナーにおいて、物産直売所内の

レイアウトは平台に鮮魚を並べるスタイルを
とっている。台の間隔が広いので来場者がゆ
っくり鮮魚を見ることができる。また、商品
の説明書きも充実しており、活け締めなど鮮
度保持の工夫をポップなどでわかりやすく紹
介している。
鮮魚は、超鮮度のものを置くよう、出荷者

である漁業者に伝えている
（注2）
。また、入荷時に

スタッフが鮮魚についてチェックし、問題が
あれば、その場で撤去している。さらにスタ
ッフが頻繁に鮮魚の状態を見てまわっている。
例えば、イカはとって締めたばかりのものを
刺身用としている。小売店では十分刺身とし
て通用するが、締めて時間がたったイカには
刺身用と表示するシールはつけない。
魚種の確保については、できるだけ多くの

漁業者に出品を呼び掛け、現在137人の漁業者
が出荷者となっている。なお、傷ものであっ

1　活気ある水産物コーナー
道の駅「むなかた」は、建物は福岡県宗像市

が設置し、運営は地元の５団体が出資
（注1）
する「株

式会社道の駅むなかた」（以下「運営会社」）が行
う公設民営の施設だ。2008年に開設して以来、
宗像産の農水産物を扱う物産直売所が好評で、
15年９月にはオープンからの累計来場者数1,200
万人を達成し、売上げも右肩上がりである。
特に注目されるのが、売り場面積の３分の

１を占める水産物コーナーの活気である。消
費者の魚離れといわれているなかで、水産物
の売上げは全体の４割近くある。

2　鮮魚販売の方向性
運営会社は、07年に老舗地場スーパーのバ

イヤー出身の山﨑宏幸氏（現館長）を公募で獲
得した。オープン前に館長が中心となって物
産直売所の方向性を考えるなか、宗像市には
県内第２位の水揚げを持つ漁港があることに
着目し、「鮮魚が買える道の駅」の構想が進ん
だ。そして、①スーパーのような買い物のし
やすいレイアウト②いわゆる「鮮度がいい」
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水産物コーナーには、加工室に５人、ホー
ルに３人のスタッフが配置されている。加工
室の担当者は料理人、スーパーの鮮魚担当な
どのキャリアを持つ人々で構成され、確かな
技術を持っている。
運営会社は、生産者と同じ経験をすれば、

思いが消費者に伝えられると考え、スタッフ
に生産現場に行くことを勧めている。水産物
コーナーのスタッフは全員が漁業者とともに
漁船に乗った経験がある。
水産物コーナーのパートとして採用されて

いた女性スタッフは、仕事への熱意があり、
水産知識の習得に励んでいた。運営会社は、
そのスタッフの要望で、水産関連の事典を購
入。いまでは、漁業者が珍しい魚がとれると、
そのスタッフに魚の名前を尋ねるほど信頼さ
れるようになった。このような仕事への情熱と
専門性から、彼女は正職員に引き上げられた。
運営会社は地域産業の活性化を図ることを目

的として、利益の一部を積み立てている。この
なかから生産者や農漁協職員の先進地域の視
察・研修のための費用も助成している。地域
の人を育て、産業を発展させるという理念が
道の駅「むなかた」の躍進につながっている。

（たぐち　さつき）

ても、消費者にきちんと説明すれば、物産直
売所に置くことができる。

3　来場者への情報発信
消費者が鮮魚を購入しない理由として、調

理の手間や家庭ゴミの問題がある。これに対
し、加工室を設け、加工サービスを提供して
いる。
また、生臭さをやわらげる方法など豆知識

を加工室の前に表示し、調理への関心を高め
るようにしている。漁業者からも旬や料理法
などの詳細な情報をスタッフが聞き取り、口
頭や道の駅発行の季刊誌で来場者に水産物の
魅力を伝えている。

4　熱心な人材育成
水産物コーナーの高い品質を支えているの

は、出荷者である漁業者とスタッフである。運
営会社は、人材育成に積極的に取り組んでいる。
まず、漁業者に対して、いろいろな要望を

出している。例えば、館長がフグの調理師免
許をとるよう漁業者に勧めた結果、免許取得
者は、数人から18人に増加。これに伴い、フ
グの身欠きの出荷が増え、並べて２時間で完
売するほどの人気商品となっている。また、
昼からの補充も奨励しており、補充の際に消
費者と会話し、ニーズをつかむようにと助言
している。このような来場者と出荷者のコミ
ュニケーションも品揃えの充実につながって
いる。

（注 1）16年現在の「株式会社道の駅むなかた」の出
資団体は、宗像農業協同組合、宗像漁業協同組合、
宗像市商工会、宗像観光協会、宗像市役所の 5団
体。市は13年 5月より出資に参加。出資比率は均
等。

（注 2）出荷者が支払う販売手数料は売上高の12％。
冷蔵庫を使う場合は14％。近隣の福津市の出荷者
にはさらに 2％上乗せ。

加工室前に張られた各種サービスの説明
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